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2018 年 2月 28日現在、同窓生 10,189 人

﹁地の塩　世の光﹂

みことばの祭儀 記念講演（Sr. 髙木慶子様）

司教のことば（勝谷太治司教様）

天使大学学生合唱団 記念祝賀会・祝杯（井手三郎様）

創立70周年記念式典・講演会・祝賀会　2017年12月8日於　ホテル札幌ガーデンパレス
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か
つ
て
、
一
九
七
〇
年
代
の
後
半
に

「
ル
ー
ツ
」
と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
あ
り

ま
し
た
。
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
連

れ
て
こ
ら
れ
た
主
人
公
を
始
祖
と
す
る
親
子

三
代
の
黒
人
奴
隷
の
物
語
で
、
民
主
主
義
国

家
ア
メ
リ
カ
の
暗
部
で
あ
る
黒
人
奴
隷
の
問

題
を
扱
い
、
ア
メ
リ
カ
で
は
視
聴
率
が
四

〇
％
を
超
え
る
大
き
な
反
響
を
巻
き
起
こ
し

ま
し
た
。
日
本
で
も
こ
の
ド
ラ
マ
を
契
機
に

「
ル
ー
ツ
」
が
流
行
語
と
な
り
定
着
し
ま
し

た
。
最
近
、
リ
メ
イ
ク
版
が
作
成
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
、
四
十
年
の
歳
月
を
隔
て
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
か
ら
ど
う
変
化
し
た
か
興
味
が
持
た

れ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
一
七
年
は
本
学
園
創
立
七
十

周
年
に
当
た
り
、
十
二
月
八
日
に
は
記
念
講

演
会
、
記
念
式
典
、
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
三
月
に
は
本
学
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
札
幌
天
使
女
子
厚
生
専
門
学
校
を
設
立
さ

れ
た
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道

会
（
Ｆ
Ｍ
Ｍ
）
や
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
足
跡

を
マ
ル
セ
イ
ユ
・
ア
ッ
シ
ジ
・
ロ
ー
マ
等
に

辿
る
「
ル
ー
ツ
を
辿
る
旅
」
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
社
会
と
世
界
の
大
き
な
変
化

を
受
け
て
、
天
使
大
学
も
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
す
る
時
、
私
た
ち
は
指
針
を
過
去
、
特
に

そ
の
初
源
・
ル
ー
ツ
に
求
め
る
べ
き
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
ギ
リ
シ
ャ
人
は
、
人
間
は
過
去

を
見
な
が
ら
後
ろ
向
き
で
未
来
に
向
け
て
進

む
存
在
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
真
っ

直
ぐ
歩
こ
う
と
す
る
時
、
こ
れ
ま
で
の
道
が

真
っ
直
ぐ
で
あ
っ
た
か
は
過
去
を
み
な
い
と

わ
か
り
ま
せ
ん
。
未
来
へ
の
指
針
は
過
去
に

あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
日
本
人
も

世
阿
弥
の
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う

警
句
を
常
用
し
ま
す
の
で
、
進
路
の
正
し
さ

を
初
心
・
ル
ー
ツ
に
遡
っ
て
検
討
す
る
習
慣

を
持
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
ル
ー
ツ
を
辿

る
旅
か
ら
多
く
の
収
穫
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

祈
ら
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　

先
に
「
日
本
社
会
と
世
界
の
大
き
な
変

化
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
世
界
に
目
を
向
け

る
と
第
二
次
大
戦
後
、
国
境
や
民
族
を
超
え

て
共
通
の
理
念
や
目
的
等
で
共
同
体
を
形
成

す
る
方
向
に
あ
っ
た
の
が
、
ソ
連
や
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
の
解
体
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら

の
脱
退
、「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
な

ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
自
国
中
心
の
分
散
へ

と
変
換
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
国

内
で
は
二
〇
二
五
年
問
題
と
言
わ
れ
る
少
子

超
高
齢
化
社
会
の
出
現
が
あ
り
、
政
治
の
指

針
で
あ
る
憲
法
を
変
え
る
か
否
か
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。
天
使
大
学
は
専
門
職
を
養

成
し
て
い
ま
す
が
、
専
門
職
は
同
時
に
成
熟

し
た
市
民
で
あ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
の
時
、
も
う
一
度
、
建
学

の
精
神
「
愛
を
と
お
し
て
真
理
へ
」
の
愛
で

あ
り
、
真
理
で
あ
り
、
ル
ー
ツ
の
ル
ー
ツ
で

あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
照
ら
し
て
自
分

と
世
界
を
見
つ
め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

天
使
大
学
学
長

武
　
藏
　
　
　
学

ル
ー
ツ
を
訪
ね
る
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同
窓
生
の
皆
様

　

日
頃
よ
り
天
使
大
学
同
窓
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
度
は
改
選
期
、
五
月
か
ら
新
理
事
で

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
も

二
期
目
に
入
り
ま
す
。
一
期
目
か
ら
の
課
題

を
い
く
つ
か
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
し
方
向
性
を
見
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま

す
。

《
支
部
活
動
の
強
化
・
拡
大
》

　

二
〇
一
七
年
五
月
の
総
会
に
お
い
て
五
つ

の
重
点
項
目
を
お
示
し
し
ま
し
た
。
特
に
支

部
活
動
の
強
化
は
前
会
長
か
ら
引
き
継
い
で

い
る
重
要
課
題
で
し
た
。
四
年
目
に
し
て

や
っ
と
実
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
各
支
部
へ
出

向
き
、“
組
織
作
り
の
必
要
性
”
を
説
明
し

て
き
ま
し
た
。
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
二

〇
一
六
年
は
関
東
支
部
と
上
川
・
留
萌
支
部

へ
出
向
き
ま
し
た
が
、
二
〇
一
七
年
は
後
志

支
部
・
空
知
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
十
勝
支
部
と

支
部
の
総
会
や
懇
親
会
に
会
長
・
副
会
長
・

理
事
を
派
遣
し
ま
し
た
。“
二
～
三
人
の
茶

話
会
か
ら
”
と
の
声
掛
け
に
各
支
部
の
方
は

応
え
て
く
れ
ま
し
た
。
二
～
三
人
ど
こ
ろ
か

多
く
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

ま
た
二
十
代
か
ら
八
十
代
ま
で
と
年
齢
層
の

広
さ
に
も
驚
い
て
お
り
ま
す
。
ど
こ
も
和
や

か
で
楽
し
く
雰
囲
気
の
良
さ
に
感
激
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
同
窓
会
へ
の
期
待

や
母
校
へ
の
思
い
を
再
認
識
し
た
こ
と
、
そ

し
て
同
窓
意
識
の
強
さ
を
実
感
し
た
こ
と
で

す
。
改
め
て
同
窓
会
の
役
割
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
次
年
度
に
む
け
て
、
他
の
支
部

へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
な
が
ら
支
援
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
担
当
者
、
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
方
へ
、
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
代
議
員
の
定
着
化
》

　

総
会
に
て
、
代
議
員
制
に
関
す
る
特
別
委

員
会
の
設
置
の
承
認
を
頂
き
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
議
の

度
に
議
題
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
会
員
か

ら
貴
重
な
意
見
が
出
て
お
り
、
総
会
ま
で
に

具
体
案
を
提
示
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

《
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
》

　

十
二
月
八
日
に
盛
大
な
記
念
講
演
会
・
式

典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は

同
窓
会
よ
り
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し

た
。
ま
だ
記
念
品
の
内
容
は
決
ま
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
大
学
が
必
要
と
す
る
も
の
又
は

新
館
の
記
念
と
す
る
も
の
な
ど
大
学
側
と
話

合
っ
て
お
り
ま
す
。

《
奨
学
金
の
検
討
》

　

社
会
状
況
や
学
生
の
現
況
を
鑑
み
な
が

ら
、
給
付
型
か
貸
与
型
か
、
選
考
基
準
、
金

額
な
ど
を
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

《
校
友
育
成
活
動
》

　

若
い
会
員
へ
の
同
窓
会
入
会
、
活
動
へ
の

参
画
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も

理
事
会
や
他
の
会
議
の
度
に
話
題
と
し
て
お

り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
今
年
度
は
具
体
的
な

実
践
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
年
度
か

ら
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と

切
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
新
体
制
で
課
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
理
事
や
会
員
か
ら

の
建
設
的
な
意
見
も
沢
山
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

一
歩
で
も
前
進
し
て
い
け
る
こ
と
念
じ
、

役
員
一
同
努
力
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

同
窓
会
会
長�
�

栄
養
学
科
二
十
二
回
生

野
　
原
　
純
　
子

一
歩
で
も
前
進
！
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会　　長

福祉部委員会

・ボラン
ティア活
動（タキさ
んの店）

・バザー

事業部委員会

・奨学金

会　　員

監　　事

副会長 副会長

理　事　会常任理事会
（理事の中か
ら会長指名）

（5名）
会長
副会長（2名）
庶務担当理事
会計担当理事

①
庶務
担当理事

②
会計
担当理事

③
広報
担当理事

④
会員組織
担当理事

⑤
研修部
担当理事

⑥
福祉部
担当理事

⑦
事業部
担当理事

庶務委員会

・庶務
・会務
・大学行事
支援

会計委員会

・会計業務

広報委員会

・ぷらたな
す発行
・HPの管
理

会員組織
委員会

・入会案内
・会員デー
ター管理

研修部委員会

・研修企画

委員および支援会員

天使大学同窓会組織図

天使大学同窓会役員名簿（2017年4月〜2020年3月）
役　職 卒　期 氏　　名

1 会 長 栄22回 野原　純子

2 副 会 長 看26回 嶌田美穂子

3 〃 栄38回 真井　睦子

4 庶 務 栄20回 佐藤　透子

5 〃 栄26回 宮武　公子

6 会 計 看25回 和田　悦子

7 会 計 看26回
専11回 横山　和枝

役　職 卒　期 氏　　名
9 広 報 看35回 兼平　佳恵

8 〃 専25回 澤田　優美

10 会 員 組 織 専11回 渡部美千代

11 福 祉 栄24回 池田由喜江

12 事 業 部 栄28回 本間　裕子

13 監 事 栄18回 小林　良子

14 〃 看22回
専7回 竹田　伸子

2017年度天使大学同窓会支部長および連絡担当者一覧
支部名 卒　期 氏　　名

関東支部（支部長） 看24 内　田　雅　子

関西支部（連絡担当者） 看25専10 吉　岡　京　子

北石狩支部（連絡担当者）
看41 斉　藤　香奈恵

看43 北　森　久美子

南石狩支部（支部長） 栄31 関　　　真　澄

渡島桧山支部（支部長） 栄10 鈴　木　みのり

十勝日高支部（支部長） 厚13 仙　庭　ミ　ナ

宗谷支部（支部長） 栄10 倉　　　洋　子

釧路根室支部（支部長） 栄21 前　田　凉　子

上川留萌支部（連絡担当者） 栄15 中　島　崇　子

後志支部（支部長） 厚20専6 川　村　紀美子

オホーツク支部（支部長） 栄17 北　中　順　子

空知支部（連絡担当者） 看22専7 竹　田　伸　子

胆振支部（連絡担当者） 看23 山　内　陽　子

上川・留萌支部
看護　 87名
栄養　211名

空知支部
看護　 51名
栄養　148名

北石狩支部
看護1,180名
栄養1,910名

南石狩支部
看護　148名
栄養　268名

後志支部
看護　 43名
栄養　143名

渡島・桧山支部
看護　 47名
栄養　 68名

胆振支部
看護　 66名
栄養　156名

宗谷支部
看護　　 5名
栄養　　 9名

関東支部
看護　404名
栄養　593名

関西支部
看護　 62名
栄養　 55名

オホーツク支部
看護　 35名
栄養　 80名

釧路・根室支部
看護　 43名
栄養　 63名

十勝・日高支部
看護　 67名
栄養　149名

各支部の同窓生数
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七
月
二
十
三
日
に
二
〇
一
七
年
度
の
十

勝
・
日
高
支
部
の
総
会
と
実
技
研
修
会
が
終

わ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
大
き
な
議
題
と
し
て
男
の
料
理

教
室
の
開
催
回
数
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
結
果
、
回
数
を
減
ら

し
て
も
何
と
か
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

空
知
支
部
の
皆
様

　

九
月
九
日
の
昼
食
会
で
は
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。
会
員
連
絡
二
百
十
二
名
中
百
二
十
三

名
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
数
は
、
二
十
八
名
で
祖
母
か
ら
孫
と

い
う
幅
広
い
年
齢
層
の
集
ま
り
で
し
た
。

　

野
原
会
長
さ
ん
の
お
話
を
は
さ
ん
で
、
学

生
時
代
の
話
や
仕
事
、
家
庭
、
健
康
の
話
な

ど
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
ご
近
所
さ
ん
だ
っ
た
り
、
同

じ
職
場
の
先
輩
、
後
輩
だ
っ
た
り
が
判
明
し

て
大
笑
い
を
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で

し
た
。

　

本
当
に
楽
し
い
会
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
回
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

各
支
部
活
動
報
告

支
部
長

厚
生
科
十
三
回
生

仙
　
庭
　
ミ
　
ナ

●
十
勝
・
日
高
支
部

連
絡
員

看
護
学
科
二
十
二
回
生

専
攻
科
七
回
生

竹
　
田
　
伸
　
子

●
空
知
支
部

　

若
い
卒
業
生
の
頑
張
り
で
今
ま
で
年
間
三

回
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
結
婚
・
妊
娠
出

産
・
子
育
て
と
お
め
で
た
い
こ
と
が
続
き
回

数
減
も
や
む
を
得
な
し
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

十
勝
・
日
高
支
部
と
し
て
は
二
十
八
回
も

開
催
し
て
き
ま
し
た
男
の
料
理
教
室
は
、
二

〇
一
七
年
度
か
ら
年
二
回
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
時
の
流
れ
に
あ
ま
り
無
理
す
る
こ
と
な

く
ゆ
っ
た
り
と
堅
実
に
進
ん
で
い
く
支
部
活

動
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
役
員
改
選
時

に
あ
た
り
進
ん
で
引
き
受
け
て
く
れ
る
卒
業

生
に
恵
ま
れ
て
い
る
支
部
で
す
。
実
技
研
修

と
し
て
は
「
浴
衣
の
上
手
な
着
方
」
と
い
う

こ
と
で
外
部
講
師
を
お
願
い
し
愉
快
に
笑
い

声
が
上
が
る
研
修
を
実
施
で
き
た
の
は
と
て

も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

十
勝
・
日
高
支
部
は
お
子
様
を
連
れ
て
の

行
事
参
加
は
大
歓
迎
な
の
で
、
着
付
け
実
技

研
修
も
か
わ
い
い
未
来
の
卒
業
生
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
次
年
度
は
、
講
演
会
開
催
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

山口敦子
栄養学科 22 回生

受賞おめでとうございます！

　8月 7日に平成 29 年度全国栄養改善大
会において、栄養士養成功労者として厚生
労働大臣表彰を拝領いたしました。
　記念すべき「第 1回栄養の日記念式典」
と同じ開催となり、高円宮妃久子殿下ご臨
席のもと、お言葉を賜りました。
　受賞はこれまで天使女子短期大学、天使大学で奉職させていただ
いた賜物と、感謝いたしております。
　シスターセルビリアナ様にご指導いただき、アスンタホームでの 2
年間の生活は現在も私の心の糧となっております。
　天使大学は昭和の開学から数えて 70 周年を迎え、12 月 8 日に記念
式典が挙行されました。来年は大学の新校舎建築が始まります。同
窓生の皆様が礎を築いてくださった天使は未来に向かって羽ばたい
ております。
　セルビリアナ様が「過去、現在、未来の学生のために祈っていま
す。」と毎日おっしゃっていたことを、微力ながら後輩の皆さんに伝
えられるのは大きな喜びです。
　ここに改めて感謝を申しあげたいと存じます。
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支部長会議から 2017年10月14日（土）　13：30～15：35　天使大学
出席者：支部長・連絡員8名、 会長・副会長・理事11名

　支部活動報告から…　オホーツク支部は10年以上活動休止していたが、
大学主催の父母懇談会を契機に活動を再開する。空知支部は昼食会から活
動を始動、案内状の返信率が60％、参加者が28名もあり和気あいあいと天
使らしい会が持てた。関東支部は広報誌を発行している、大学出身の役員
が誕生した等々の嬉しい報告がある。
　会長からは総会前に代議員会を開催したが、代議員数25名中出席13名と
出席率が低く、これから「特別委員会」を起ち上げ代議員制の検討をして
いく等の報告があった。

●関西支部

●後志支部

●関東支部

●十勝・日高支部

●オホーツク支部

　関西支部の皆様、連絡を頂
けると嬉しいです。

関西支部連絡先：
神戸市北区筑紫が丘 5-18-3
関西支部連絡担当者
吉岡京子

　毎年、7月 7日 18 時に七夕
会をしています。今後も続け
ていきたいと思っています。

後志支部連絡先：
小樽市桂岡町 32-35
0134-62-5280
後志支部
支部長　川村紀美子

　平成 30 年 4 月 14 日（土）に
支部同窓会総会・懇親会開催予定。
　場所：アルカディア市ヶ谷　
新入会員を招待し、歓迎会もし
ます。是非ご参加ください。

関東支部連絡先：神奈川県相模
原市中央区横山台 1-18-6
関東支部支部長　内田雅子

　皆さんの同窓会支部です。
楽しいことを計画しますの
で、集まってくださいね。

十勝・日高支部連絡先：
0156-64-6853
十勝・日高支部
支部長　仙庭ミナ

　支部の皆様お疲れ様で
す。地区懇談会を行いまし
た。今後は懇親会（会食）
を行いたいと思っています。

オホーツク支部連絡先：
0157-23-4278
北見市 2条西 2丁目 21-11
支部長　北中順子
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クラス幹事会から 2017年11月18日（土）　13：30～15：15　天使大学
出席者：クラス幹事41名（出席率　15％）、理事8名

　これから代議員制を考える「特別委員会」を開くにあたり、クラス幹事から意
見を出してもらう。　・会則を「クラス幹事またはクラス幹事の推薦から」に改
正する　・卒業生200人に1名から300～350人に1名にする　・自薦も認める等々
の意見が出る。また同窓会奨学金のあり方についても意見交換し・近年奨学金は
貸与型から給付型に移行しているので給付型にしたほうが良い　・奨学金の原資
は給付にすると取り崩すことになるので、支給人数を3名位にするとか学科生の
みにするなどの貴重な意見が沢山聞かれた。今後、原資の確保として同窓会賛助
金が重要になってくるので、以前の維持会費と異なる部分について広報などで周
知の記事を掲載すると良いなど、有意義で活発な意見交換の場となった。

クラス幹事から
クラスメートへのメッセージ

11期：クラスメートの皆様お元気ですか。母校も創立70
周年を迎え関連事業かつ色々と企画されています。
　建物も古いところは壊して新しくする計画も公表され
益々大きく発展へと進んでいます。
　青春の一時期を同じく過ごした仲間として母校への想
いを新たにしませんか？　健康保持に努めて、これから
の暮らしをのりきっていきましょう。（古川淳子）
12期：皆様お元気ですか。卒業してから大分月日が過ぎ
ました。この度クラス会の毎に何かとお金を積立ててき
ましたが、創立70周年記念事業のために郵便預金の残高
を、クラス幹事をした5名と相談して、寄附することに致
しましたので、ご報告いたします。よろしくお願い致し
ます。（本間鄙子）
21期：9月にクラス会が開催され24名の参加がありまし
た。なつかしい友との再会とても楽しいひとときでし
た。これからも長くクラス会が開かれますよう願ってお
ります。（小菅ひろみ）
24期：卒業して早45年たちますが、皆様お元気でお過ご
しですか？　体力のおとろえにさからいつつ、日々精進
していることと思います。新しくなった大学校舎の見学
でもいかがでしょうか？　足腰の丈夫なうちにクラス会
でも開きたいですね。（西崎和枝）
26期：お元気でお過ごしでしょうか。2018年は3年ぶりの
クラス会を予定しています。今回は、A・B組各2名、計4
名の幹事で会を担当させていただきます。還暦を迎えて
あっという間の3年間です。楽しいひと時になればと思っ
ておりますので、多数の参加をお待ちしております。（岡
久美由紀）
28期：皆さんお元気ですか。昭和53年卒業から40年で
す。同期会もなかなか開催できずにいますが今年は連絡

したいと思っています。（本間裕子）
32期：平成29年5月25日高安（旧姓川村）礼子さんが東京
から札幌に来たことで、9名程集まりました。クラス幹事
として、クラス会を開けず申し訳ないと思っています。
この機会を通じクラス会を開くため計画をしたいと思い
ます。その時は是非参加して下さい。（池田寿子）
33期：皆様おげんきですか（熊谷弥寿子）
　皆様お元気でお過ごしでしょうか。気が付けば卒業し
て35年。ご家庭も仕事も充実されている頃ではないで
しょうか。元気なうちに皆様にお会いできる機会があれ
ばと思っています。（小林裕子）

6期：級幹事を引き受けているお蔭で年に一度は母校を訪
れるチャンスが有ります。昔を偲ぶ様子は唯一、聖母像
だけですが、旧友の健やかなれと祈り、校舎を後にして
居ります。（木村泰子）
　先日、皆様とお話することができて喜んでおります。
今のところ順子さんをのぞいて皆様お元気でお過ごしの
ようでした。何かありましたらご連絡ください。（笠松博
子）
8期：クラスの皆様、お元気でお過ごしの事と存じます。
27年天使大学同窓会総会時に札幌にてクラス会を開きま
した。6名の参加でにぎやかにおしゃべりをして楽しい時
間でした。また機会を作りますので、是非お顔を見せて
下さい。（小原まり子）
11期：クラスの皆様とは、なかなかお会いできないでお
ります。お元気でお過ごしでしょうか？
　後藤、山井、佐藤（夕）、原田各氏とは年一回はお会い
できています。各々年相応に過ごしております。皆様一
人でも多くお会いできますように。（権丈勝子）
12期：“光陰矢の如し”大学を卒業してはや60年近く、傘
寿が目前となりつつありますが、皆様如何お暮しでしょ
うか。今年は7月に久しぶりのうれしい顔合せ、海外から
2人、道外から3人、道内から7人と12人がそろい、早速修
道院に向い笑顔の素敵なジェンマ様にお会いし懐かしい

栄養科（食物栄養学科）

厚生科（衛生看護学科・看護学科）
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一時を過ごしました。その後10人が定山渓に一泊、いろ
いろな喜怒哀楽のエピソードに笑いあり涙ありと時のた
つのを忘れ語り合いました。次回の出会いが楽しみで
す。気力、体力維持に励みましょう。皆様どうぞお元気
で。（坂本浩子）
13期：連続3期してます。クラス幹事を替って下さる方い
ませんか？　十勝から出ていくのは少々お疲れです！！
　クラス幹事の仕事は私でも勤まるようなもので～
す！！（仙庭ミナ）
14期：今年より幹事が替りました。上野閉子さん（永い
間受けてくれました）より石橋喜重子さんに替りまし
た。若井と石橋で今後また頑張りますのでよろしくお願
いします。ご協力の程を……（若井・石橋）
16期：ご無沙汰しております。同窓会の情報は「プラタ
ナス」でご存知と思いますが、クラスの情報は全くせ
ず、申し訳なく思っております。私たちも来年は後期高
齢者になる時代になりました。月日のたつのは早いです
ね。現在クラス幹事は私一人でしていますが交代又は手
を挙げて下さる方がおりましたら、ご一報お待ちしてお
ります。その他クラス幹事に要望事項がありましたらお
気軽にご連絡下さいませ。お待ちしてます。（大地満代）
19期：平成29年5月に久しぶりのクリスマス会を懐かしの
ジャスマックで行いました。突然の連絡にもかかわら
ず、道外（横浜、御殿場）から2人、道内（帯広、釧路）
から2人、札幌市内5人の9名の方が出席下さいました。み
な若かったです。近況もほとんどの方に報告いただきま
した。皆様それなりにお元気に美しくお過ごしのようで
した。次回はもっと集まりましょう。（青山妙子、佐藤昇
子）
20期：至る10月29日（日）一泊で、札幌ホテルエーデル
ホフにて、古稀を祝う会が行われました。会の始めに3名
の友のご冥福を祈り、残念ながら今回集うことのできな
かった方々からの近況報告、一言等をお知らせしまし
た。その後集えた9名の仲間で食事をしながら懐かしい短
大時代の思い出やご自分の事、親の介護の事、孫のお世
話、夫の事等、夜の更けるのも忘れ、楽しい時間を共有
しあいました。また、元気にお会いしましょうと確認し
散会致しました。（川村紀美子、小泉紀子）
22期：看護科22回生の皆さんお元気ですか。クラス幹事
会に初めて出席いたしました。同窓会維持費の支払いが
同窓生の約10％程度ということです。母校の発展のため
に、みなさん維持費の支払いに協力しましょう。（土田雅
恵）
24期：2年毎のクラス会を実施中です。案内はなるべく早
目に出します。道外の方も格安航空券またはホテルセッ
トなどを利用して出席して下さい。1年次の担任Sr水島は
大学近くの修道院の修院長です。とてもお元気ですよ。
クラス会も予定があえば出席して下さいますよ。（亀田和
香美、亀田淑子）
26期：Sr水島と「聖書勉強会」をして5年がたちました。
今日（11/18）根川文子さんも修院に来て下さり、42年ぶ
りの再会に華が咲きました。卒業して42年が過ぎました
が、皆変わりなく、元気にこれからも生きていきましょ

う！！　健康維持のアイディアがあれば情報交換しま
しょう。（本宿美砂子）
34期：天使短大を卒業して35年。皆それぞれ社会、家庭
でご活躍している事と伺います。私達も親の介護問題が
生じてくる年齢となってきましたね。クラス会、同窓会
の参加で皆と会い、楽しい会話を持つ機会となれば嬉し
いです。（本間真世）
　9月16日、18名が集いおいしいフレンチをいただきまし
た。4時間近く絶えることなくおしゃべりの花が咲き笑顔
があふれました。クラスのみんなの元気そして支え合い
に感謝いたします。いたらない幹事ですが、またお会い
しましょうね。ありがとう。（辻野美智留）
40期：40期の皆さま、大変ご無沙汰しています。お元気
でご活躍のことと思います。早いもので、2019年3月で卒
後30年を迎えます。来年できれば、30年目を記念して、
同窓会を開催できればと思っています。
　札幌にいる方々に相談させてもらおうと思っています
ので、よろしくお願いいたします！
　住所がわからなくなった方々もいますので、確認のた
めに連絡させていただくと思いますので、ご協力をお願
いしますね。（中元裕美子）
47期：皆さん、お久しぶりです。私は2年前から天使大学
で実習指導教員をしています。実習先の病院や臨床指導
者会議で、また、大学の先生になっている同期と久しぶ
りの再会があり嬉しく思っています。少しずつ、つなが
りが広がっていますので、近くクラス会をしたいと思い
ます。皆さんにお会いできるのを楽しみに準備しますの
で、よろしくお願い致します。（渡邊理華）

助5期：皆様、御機嫌よう。先日1年ぶりの安否確認の電
話でみなさま◯年 なりの問題をかかえながらも元気に過ご
していらしてうれしく、安心しました。10名のクラスで
楽しい1年は今もなつかしく忘れられません。沖縄の石原
さんだけ住所、安否不明ですが、彼女が元気に暮らして
おられることを祈り残された人生を感謝のうちに過ごし
ましょう。（小板幸子）
専5期：2014年より専攻科5回生クラス幹事を務めていま
す佐々木（旧平野）です。卒後まもなく半世紀を経過し
ようとしている今日、残念ながらクラスの中で2名の方が
消息不明です。個人情報の壁もあり、お探ししようがあ
りません。長らく同窓会とコンタクトをお取りになって
いない方は天使大学同窓会ホームページもしくは事務局
に直接ご連絡を頂ければ幸いです。（佐々木）
専6期：専攻科6回生の皆様お元気ですか。2018年のクラ
ス会、北海道担当です。今いろいろ検討しております。
皆様楽しみにお待ちくださいませ。（川村紀美子）
専25期：専攻科25期の皆様お元気ですか。この世に生ま
れて半世紀、職業人としても女性としても益々磨きのか
かった我ら。久しぶりに会いませんか？　近頃札幌市内
で集まれる人で女子会を催しています。是非是非連絡先
をお知らせくださいませ。（和田直子）

助産科（専攻科）



第 53 号（10）2018年3月15日 ぷ ら た な す（同窓会だより）

2017年度同窓会総会に参加した
未来の同窓会会員からのひと言
　こんにちは。天使大学箏曲部です。
　私たちは5月13日に行われた天使大学同窓会で、お箏の演
奏をさせていただきました。
　同窓会の雰囲気はとても温かく、私たちも楽しく演奏す
ることができました。
　貴重な経験をさせて頂き、ありがとうございました。
　優しい先輩たちがたくさんいてくださることに、感謝し
ています。

　福祉部の「タキさんの店」はシスター中村タキ、セルビリアナ様から
の由来で名称を付け、大学でオープンしています。同窓会有志で年6回
集まり、手作りケーキを販売しています。シフォンケーキ、マフィン、
ブラウニー、チーズケーキ、スコーン等を中心に季節限定のケーキも
100円均一で並びます。開催日の昼休みは、学生が長蛇の列を組み、時
間待ちしています。多くの学生に楽しんでいただけるように、一人3個
までと制限していますが、あっ
という間に完売となっていま
す。同窓生の皆様、是非一緒に
ケーキ焼きに参加してみません
か？　初心者の方も大歓迎です
ので、ケーキは勿論、昼食とお
しゃべりを楽しみましょう！！　
また6月に開催される大学祭に
向けてのバザーの品物もお受け
しています。（古着は対象外、
食品は賞味期限に注意）

福祉部　池田由喜江

天使大学箏曲部3年　笠井めぐみ、斉藤朱奈、船越晴奈、三上洋華

同窓会福祉部活動報告

タキさんの店　大人気です
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　会則第16条に基づき、2017年度総会を下記のとおり
開催しました。

総　　会
日　　時：2017年5月13日（土）
　　　　　10時30分～12時30分
場　　所：札幌全日空ホテル3階鳳の間
出席者数：出席代議員13名、委任状提出の代議員13

名、会則第20条に定める代議員数の3分1
（10名）以上の出席があり総会は成立した。
一般会員45名、役員10名

議　　長：看護科13回生　仙庭ミナ氏
副 議 長：栄養科28回生　本間裕子氏
議事録署名人：衛生看護科26回生・専攻科11回生　横

山和枝氏、栄養科24回生　池田由喜江氏

議　　事
1　報告事業
　1）2016年度　会務報告・事業報告

　会長より2016年度の重点目標について、庶務担
当理事より、総会資料に基づき2016年度の会務報
告・事業報告があった。

　2）2016年度　会計報告
　会計担当理事から総会資料に基づき会計報告が
あった。

　3）2016年度　会計監査報告
　監事より会計が適正に処理されていることが報
告された。
　質疑応答を経て出席代議員（議長、副議長を除
く）11名挙手、委任状13名をもって承認された。

2　審議事項
　第1号議案　2017年度事業計画（案）
　会長より総会資料に基づき提案説明がある。
　　1）支部活動の強化・拡大
　　2）代議員の定着化
　　3）大学70周年記念事業協力
　　4）奨学金制度の見直し

　　　5）校友育成活動の推進・支援
　昨年度は重点項目が4点であったが今年度は5）
校友育成活動の推進・支援を加え若い会員との連
携強化を図りたいと説明がある。
　奨学金制度やバギオ支援の質疑応答を経て、提
案事項は出席代議員11名の挙手、委任状13名を
もって承認された。
第2号議案　2017年度予算（案）
　会長より総会資料に基づき、2017年度一般会計
予算案、2017年度特別会計予算案について提案説
明があった。
　出席者からの事業準備積立金や学生支援等につ
いての質疑応答を経て、出席代議員10名の挙手、
委任状13名をもって承認された。
第3号議案　代議員制について
　代議員の総会への出席率を上げるため様々な方
策を練り、選出母体に支部選出の代議員が決まっ
たにも拘わらず、第4期の代議員の選出に難儀して
いる。今後どのようにしていくか、第3号議案につ
いては、1）代議員制について継続審議とする　2）
特別委員会を設置する、委員の選考は執行部が行
う。以上の審議を経て、出席代議員11名の挙手、
委任状13名をもって承認された。

3　その他
　1）2017年役員選挙結果報告

　天使大学同窓会選挙管理委員会松前範子委員長
から選挙結果が届き、副議長より　会長、理事、
監事すべて　信任11票　不信任0票であったと報告
された。
　会長　野原純子（栄22）
　（他理事、監事はP5を参照）

　2）新旧役員挨拶
　時間が無く新役員のみ挨拶をする。

　3）その他
　特になし

　なお、総会の議事録は、天使大学同窓会のホー
ムページにも掲載しておりますのでご覧ください。

2017年度　天使大学同窓会総会報告
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2016年度一般会計収支決算書　自　2016年4月1日　至　2017年3月31日
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　　目 予算額 決算額 増減額 摘　　　　要
前年度繰越金 4,976,516 4,976,516 0 北洋銀行一般会計　普通預金、現金
1．会費収入

　　①入会金 10,400,000 10,400,000 0 平成28年3月卒業生
＠50,000×208名分

　　②賛助金 1,000,000 1,052,000 52,000 賛助金ゆうちょ振替口座入金
566人　1,052口分

2．福祉委員会収入 250,000 237,150 ▲12,850 タキさんの店・バザー等収益金
3．受取利息 1,500 75 ▲1,425 一般会計普通預金利息
4．雑収入 0 15,000 15,000 会徽章ストラップ販売金　総会時他＠600×25個

5．寄付収入 0 238,254 238,254
理事長・学長様総会ご祝儀
熊本県地震災害義援募金箱　23,254円
故斎藤和子様ご寄付　200,000円

6．総会懇親会費 0 108,000 108,000 2016年度総会懇親会会費
＠4,000×27名分

合　　　　　計 16,628,016 17,026,995 398,979

2016年度一般会計収支決算書　自 2016年4月1日　至 2017年3月31日
【支出の部】� （単位：円）

科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 増　減　額 摘　　　　要
1．一般管理支出
　 ①総会費 800,000 832,210 ▲32,210 会場費・交通費・懇親会他

　 ②会報誌発行費 2,500,000 2,284,627 215,373 役員改選選挙公報発行・発送費
「ぷらたなす」52号発行・発送費

　 ③クラス幹事通信助成費 50,000 26,069 23,931

　 ④同窓会入会式費 500,000 437,572 62,428 記念品（印鑑付ボールペン）作成費、
入会式お弁当代

　 ⑤会議費
　 ・クラス幹事・代議員会費 120,000 128,479 ▲8,479 会議費・交通費　1回開催
　 ・常任理事会費 100,000 26,690 73,310 会議費・交通費　3回開催
　 ・理事会費 200,000 194,868 5,132 会議費・交通費　10回開催
　 ・奨学金判定委員会費 20,000 9,208 10,792 会議費・交通費
　 ・役員候補推薦・選挙管理委員会費 30,000 52,022 ▲22,022 役員推薦3回、選挙管理1回　会議費・交通費
　 ・支部長会議費 150,000 177,316 ▲27,316 会議費・交通費　1回開催
　 ・その他会議費 120,000 49,196 70,804 定期外の開催会議費・交通費

　 ⑥通信費 300,000 262,664 37,336 ひかり通信（電話等）料、郵便発送費
幹事宛会員名簿返・送付レターパック代

　 ⑦交通費 100,000 11,740 88,260 理事上川支部会議、父母懇談会（旭川）
出席交通費

　 ⑧消耗備品費 150,000 105,385 44,615 事務用品・用紙等購入費、コピーカウント料
　 ⑨印刷費 100,000 84,240 15,760 会則・細則印刷代　500部

　 ⑩慶弔費 100,000 79,052 20,948 供花料、大学行事のスタンドフラワー代、
祝電、会員弔電料

　 ⑪支払報酬費 1,000,000 857,475 142,525 事務業務パート料
　 ⑫データベース管理費 100,000 97,524 2,476 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　 ⑬ホームページ維持管理費 100,000 77,585 22,415 HPサーバ更新・管理料（2017年度前払分）
　 ⑭雑費 120,000 4,618 115,382 残高証明書発行手数料（7件）・送金手数料
　 ⑮同窓会室使用料 300,000 300,000 0 同窓会室・調理室

2．各支部事業助成 800,000 673,456 126,544 関東・十勝・上川・支部・小樽後志ブロック活動
助成金、大学父母懇談会2会場費

3．各委員会活動支出
　 ①庶務委員会 100,000 76,582 23,418 打合せ費・交通費
　 ②会計委員会 100,000 47,827 52,173 打合せ費・交通費
　 ③広報委員会 100,000 15,541 84,459 打合せ費・交通費
　 ④会員組織委員会 30,000 4,615 25,385 打合せ費・交通費
　 ⑤研修委員会 30,000 1,340 28,660 打合せ費・交通費
　 ⑥福祉委員会 250,000 225,770 24,230 打合せ費・交通費
　 ⑦事業委員会 30,000 22,301 7,699 打合せ費・交通費

4．寄付金支出 750,000 1,260,254 ▲510,254 北ルソン比日基金237,000円、熊本県地震災害義援金
523,254円、北海道台風災害義援金500,000円

5．学生活動助成金 400,000 450,410 ▲50,410 学生ボランティア・郊外活動260,410円・クラブ大会・
海外研修助成金100,000円・体育祭時飲物代90,000円

6．積立金支出
　　・事業準備積立金 4,000,000 3,500,000 ▲500,000 北洋銀行一般事業積立定期預金
　　・大学記念事業積立金 2,500,000 2,500,000 0 北洋銀行一般事業積立定期預金
7．未払金 100,000 50,000 50,000 退学者入会金返金　1名
8．予備費 478,016 0 478,016

合　　　　　計 16,628,016 14,926,636 1,701,380
2017年度繰越金　　収入合計 17,026,995－支出合計 14,926,636＝2,100,359
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一般会計財産目録　2017年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産　一般会計
　　現金 510,130
　　預貯金
　　北洋銀行普通預金 1,590,229
　　郵貯銀行振替口座 427,000 2,527,359
　流動資産　事業積立金
　　北洋銀行事業準備積立定期預金 44,578,309
　　北洋銀行大学事業積立定期預金 2,500,000

47,078,309
流動資産合計 49,605,668
　固定資産 0
負債の部
　流動負債 0
　固定負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産 49,605,668
※事業準備積立金　預金利息　5,392円　含む

特別会計Ⅰ（奨学金）財産目録　2017年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産
　　預貯金
　　　北洋銀行普通預金 14,965,420
流動資産合計 14,965,420
資産合計 14,965,420
負債の部
　流動負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産 14,965,420

2016年度特別会計収支決算書
自　2016年4月1日　至　2017年3月31日

2017年度繰越金　　収入合計 15,265,852－支出合計 300,432＝14,965,420

2017年度繰越金　　収入合計 51,564,605－支出合計 10,550,000＝41,014,605

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）

科　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要
前年度繰越金 14,775,713
奨学金事業繰入収入 0
貸与金返金 490,000 奨学金貸与者返金　3名
受取利息 139
合　　　　計 15,265,852

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）

科　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要
前年度繰越金 41,508,131

入会金収入 10,050,000
2016年
4月入学生
入会金
＠50,000×201名

受取利息 6,474 北洋銀行前受金
普通・定期預金

合計 51,564,605

【支出の部】� （単位：円）
科　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要

奨学金貸与支出 300,000 貸与者　＠300,000×1名

振込手数料 432 奨学金送金手数料　
＠432×1件分

合　　　　計 300,432

【支出の部】� （単位：円）
科　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要

2016年度
一般会計収入
繰入れ

10,400,000
2012年度入学生

（2016年3月卒業生）
入会金
＠50,000×208名分

退学者入会金
返金 150,000

2013年4月入学生
1名、2015年4月
入学生2名
＠50,000×3名分

合計 10,550,000
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特別会計Ⅱ（前受金）財産目録　2017年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資　産　の　部
　流　動　資　産
　　北洋銀行普通預金 10,775,910
　　流動資産合計 10,775,910
　固定資産
　　北洋銀行定期預金 30,238,695
　　固定資産合計 30,238,695
　　　　資　産　合　計 41,014,605

負　債　の　部
　負　　　　債 0
負債合計 0
前受金（入会金）内訳
　①2013年度入学生（208人） 10,400,000
　②2014年度入学生（204人） 10,200,000
　③2015年度入学生（197人） 9,850,000
　④2016年度入学生（201人） 10,050,000
　　前受金合計 40,500,000
　　　　正　味　財　産 41,014,605

2017年度一般会計予算　　自　2017年4月1日　至　2018年3月31日
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　目 前年度予算額 2017年度予算額 増減額 摘　　　　要

前年度繰越金 4,976,516 2,100,359 ▲2,876,157 北洋一般普通預金、現金

1．会費収入

　　①入会金 10,400,000 10,400,000 0 2017年3月
卒業生　＠50,000×208名

　　②賛助金収入 1,000,000 1,000,000 0

2．福祉委員会収入 250,000 250,000 0 タキさんの店・バザー等売上金

3．受取利息 1,500 500 ▲1,000 預金利息

4．2016年度大学記念
　事業準備積立定期預金
　解約受入金

0 2,500,000 2,500,000

5．雑収入 0 0 0

合　　　　　計 16,628,016 16,250,859 ▲377,157

2017年度特別会計予算
自　2017年4月1日　至　2018年3月31日

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要
前年度繰越金 14,965,420
奨学金事業繰入収入 0
貸与金返金 200,000 奨学金貸与者返金　3名
受取利息 1,000
合　　　　計 15,166,420

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要
前年度繰越金 41,014,605

入会金収入 10,000,000
2017年
4月入学生入会金
　＠50,000×200名〈予定数〉

受取利息 8,000
合　　　　計 51,022,605

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要

奨学金貸与支出 1,800,000 貸与者
　＠300,000×6名　予定

振込手数料 2,592 奨学金送金手数料
　＠432×6件分

合　　　　計 1,802,592

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要

2017年度
一般会計収入繰入れ 10,400,000

2013年度入学生
2017年3月
卒業生入会金
　＠50,000×208名分

合　　　　計 10,400,000
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2017年度一般会計予算　自 2017年4月1日　至 2018年3月31日
【支出の部】� （単位：円）

科　　　　目 前年度予算額 2017年度予算額 増減額 摘　　　　要
1．一般管理支出
　 ①総会費 800,000 800,000 0 会場費・交通費・懇親会他
　 ②会報誌発行費 2,500,000 2,000,000 ▲500,000 「ぷらたなす」53号発行・発送費
　 ③クラス幹事通信助成費 50,000 50,000 0

　 ④同窓会入会式費 500,000 750,000 250,000 記念品（印鑑付ボールペン）作成費、会徽章
ストラップ500個作成、入会式お弁当代

　 ⑤会議費
　 ・理事会費 200,000 200,000 0 会議費・交通費
　 ・常任理事会費 100,000 100,000 0 会議費・交通費
　 ・支部長会議費 150,000 150,000 0 会議費・交通費
　 ・クラス幹事・代議員会費 120,000 120,000 0 会議費・交通費
　 ・奨学金判定委員会費 20,000 20,000 0 会議費・交通費
　 ・役員候補推薦・選挙管理委員会費 30,000 0 ▲30,000 会議費・交通費
　 ・その他会議費 120,000 120,000 0 定期外開催・仮払前活動会議費・交通費

　 ⑥通信費 300,000 300,000 0 ひかり通信（電話等）料、郵便発送費
会員組織クラス幹事名簿郵送料

　 ⑦交通費 100,000 70,000 ▲30,000 支部会議等出席旅費・交通費

　 ⑧消耗備品費 150,000 250,000 100,000 事務備品（ノートパソコン買換え）、
消耗事務用品（コピー用紙等）購入費

　 ⑨印刷費 100,000 50,000 ▲50,000 会則・細則印刷代
　 ⑩慶弔費 100,000 80,000 ▲20,000 大学行事の花代・祝電・会員弔電料
　 ⑪支払報酬費 1,000,000 1,000,000 0 事務業務パート料
　 ⑫データベース管理費 100,000 100,000 0 同窓会名簿データ管理年2回
　 ⑬ホームページ維持管理費 100,000 80,000 ▲20,000 HPサーバ更新・管理料（次年度前払）
　 ⑭雑費 120,000 10,000 ▲110,000 残高証明書・送金手数料
　 ⑮同窓会室使用料 300,000 300,000 0 同窓会室・調理室
2．各支部事業助成 800,000 800,000 0 支部・ブロック活動助成
3．各委員会活動支出
　 ①庶務委員会 100,000 100,000 0 打合せ費・交通費
　 ②会計委員会 100,000 80,000 ▲20,000 打合せ費・交通費
　 ③広報委員会 100,000 50,000 ▲50,000 打合せ費・交通費
　 ④会員組織委員会 30,000 20,000 ▲10,000 打合せ費・交通費
　 ⑤研修委員会 30,000 30,000 0 打合せ費・交通費
　 ⑥福祉委員会 250,000 250,000 0 打合せ費・交通費
　 ⑦事業委員会 30,000 30,000 0 打合せ費・交通費
4．寄付金支出 750,000 700,000 ▲50,000 北ルソン比日基金・災害義援金

5．学生活動助成金 400,000 400,000 0 学生クラブ助成・ボランティア活動・
海外研修等助成金、体育祭時飲物代

6．積立金支出
　　・事業準備積立金 4,000,000 2,000,000 ▲2,000,000
　　・大学記念事業準備金 2,500,000 5,000,000 2,500,000 学園創立70周年記念品贈呈
7．未払金 100,000 100,000 0 退学者入会金返金予定
8．予備費 478,016 140,859 ▲322,913

合　　　　計 16,628,016 16,250,859 ▲362,913
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同
窓
会
室
に
は
、
週
四
日
パ
ー
ト
職
員
が
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。（
月
・
火
十
時
〜
十
四
時

半
・
水
木
十
三
時
〜
十
七
時
）
不
在
の
場
合

は
、
下
記
連
絡
方
法
に
て
、
ご
氏
名
・
連
絡
先

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
後
日
、
こ
ち
ら
か
ら

ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
の
変
更
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
の
方
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

�

（
直
通
）
〇
一
一
―
七
一
二
―
一
〇
八
八

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

�
tenshi_dousoukai@

lilac.plala.or.jp

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�
tenshi-dosokai.com

同
窓
会
事
務
局
へ
の

�

ご
連
絡
に
つ
い
て

編
集
後
記

　

ご
多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
原
稿
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
度
か
ら
初
め
て
広
報
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
が
関
心
を
寄

せ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
支

部
長
、
ク
ラ
ス
幹
事
、
未
来
の
同
窓
生
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
新
た
な
コ
ー

ナ
ー
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
幅
広
く
同
窓
生
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
会

報
誌
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

衛
生
看
護
学
科
三
十
五
回　

兼
平
佳
恵

�　
　
　
　

専
攻
科
二
十
五
回　

澤
田
優
美

同窓会総会・懇親会のお知らせ2018
年度

会　場 	 札幌全日空ホテル３階　札幌市中央区北3条西1丁目2-9　TEL　011-221-4411
	 総　会　3階　鳳の間　　懇親会　3階　祥雲の間　　

日　時 � 2018年5月12日（土）
	  9：00～10：00	 代議員会議
	  9：30～	 	 講演会受付
	 10：00～11：00	 講　演　会
	 	 講師：北美原クリニック　理事長　岡田　晋吾先生
	 	 演題：「在宅医療の実際～看取りにつながるチーム医療」
	 11：15～12：45	 総　　　会
	 13：00～14：30	 懇　親　会
	 	 会　　費　4,000円（当日、受付時にお支払いいただきます。）

申し込み � 4月25日（水）必着（同封のハガキにてお申込みください）
� 申し込み後の取り消しは、5月2日（水）までお願いいたしします。
� その後の取り消しの場合は、後日、会費（4,000円）を頂戴いたします。

連絡先 � 天使大学同窓会室 TEL/FAX（011-712-1088）

　

日
頃
よ
り
天
使
大
学
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
よ
り
次
の
二
点
に
つ
い
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

1
．
賛
助
金

　

同
窓
会
は
、
新
会
員
（
卒
業
年
度
）
か
ら

の
前
受
金
と
会
員
の
み
な
さ
ま
の
賛
助
金
で

運
営
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
賛
助
金
に
つ
い

て
は
、
二
〇
一
四
年
度
総
会
に
お
い
て
、
維

持
会
費
の
廃
止
と
賛
助
金
の
新
設
が
承
認
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
“
ぷ
ら
た
な
す
”
に

振
込
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
支
払
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
状

と
し
て
こ
こ
数
年
は
一
四
％
程
度
の
（
一
〇

〇
〇
円
一
口
）
の
納
入
率
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
七
十
歳
以
上
の
会
員
か
ら
義
務
免
除

の
措
置
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
賛
助

金
新
設
時
に
廃
止
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
、
同
窓
会
の
組
織
つ

く
り
や
学
生
活
動
へ
の
支
援
（
活
動
費
の
補

助
・
奨
学
金
）
な
ど
に
力
を
注
い
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
会
員
か
ら
の
賛
助
金
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

2
．
ク
ラ
ス
幹
事
名
簿

　

ク
ラ
ス
幹
事
名
簿
を
同
封
い
た
し
ま
し

た
。
連
絡
の
取
れ
な
い
（
住
所
不
明
）
ク
ラ

ス
幹
事
が
多
く
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ク
ラ
ス
幹
事
会
の
出
席
率
に
影
響
し
、
同
窓

会
活
動
に
支
障
を
き
た
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
る
こ
と
推
察
さ
れ

ま
す
が
、
同
期
の
方
で
連
絡
が
つ
く
方
、
ま

た
同
期
の
方
で
代
わ
っ
て
ク
ラ
ス
幹
事
を
し

て
下
さ
る
方
、
是
非
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ご
一
報
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様


